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１．はじめに

経済性の追求と耐震性の向上を目指して，連続合成鈑桁の中間支点で鋼（上部工）とコンクリート（下部工）を一体

とした構造（上下部一体構造）の研究が盛んに行われている．しかし，この剛結部は，鋼とコンクリートの異種材料に

よる接合であり，応力伝達機構は非常に複雑である．以前より筆者らは本構造の中でも，アンカービーム形式を中心と

して研究を進めている 1)2)．本概要は，上下一体構造の下部工と上部工の力の伝達要素であるアンカービーム付近の橋

脚各部の挙動を確認したものである．

２．実験の目的と供試体概要

　アンカービームを用いた剛結形式では，大地震の際にアンカービーム縁端付近に塑性ヒンジが形成され，隅角付近の

変形性能が高くなることにより，隅角部

その他の構造が健全のまま維持できる可

能性が報告されている 2)．実際にその機能

を満足する構造を検討するためには，以

下の項目を検討する必要がある．

① アンカービームの先端に塑性ヒンジを

形成するまでの，埋め込み深さ付近の

アンカービーム及び RC 断面ひずみの
進行状況と発生断面力との関係．

② ビーム埋込み深さ方向に着目した，Ｒ

Ｃ断面へのアンカービーム剛性の寄与．

上記の理由により，本概要ではアンカー

ビーム部の各断面に生じる挙動に注目す

る．

　供試体の設定は，昨年度までの研究と

の継続性をはかるために，桁断面（上部

工），RC橋脚断面（下部構造），アンカー
ビーム構造（定着長さ 1.0D）を同一断面
とした．断面形状，主な着目断面位置，

諸元を図１，表１に示す．実験供試体は

コンクリート圧縮強度を変えた２体とし

た．

　本概要の実験の載荷状態，載荷方法，

供試体種類その他のデータは今年度発表

の別の概要に示す 3)．
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図１　供試体寸法と着目断面

表１　供試体断面諸元

寸法(mm) 600×111
断面積(mm2) 66,600

床版

鉄筋量 D16×６(鉄筋比 1.8％)
寸法(mm) H600×200×11×17使用主桁

断面積(mm2) 13,170
寸法(mm) H600×200×11×17使用アンカービーム

断面積(mm2) 13,170
寸法(mm) 870×600
断面積(mm2) 522,000

橋脚

鉄筋量 D13×34(鉄筋比 2.7％）
Case１(N/mm2) 39.0供試体コンクリート

圧縮強度 Case２(N/mm2) 31.9
鉄筋降伏強度 (N/mm2) 447.4
鋼鈑降伏強度 (N/mm2) 288.1
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